
学校づくりで一番大切にしていることは“子ども第一”“子どもファースト”の考え方です。
そして、そんな学校をつくるために、今年度は、次のような基本方針を立てました。

子どものよさ、地域のよさを最大限に引き出す教育活動の展開を目指します。

この基本方針にそって、特に、以下の３つの視点に力を入れたいと考えています。

□ 教職員一人一人の“個性”を生かした学級づくり、授業づくりを進めます。

・ 担任が理想とする“学級像”を子どもたちに熱く伝え、担任も子どもたちも、みんなが同じ
方向を向いて理想の学級に近づくことができるような学級生活を送ります。

・ 教職員一人一人の得意分野を生かして、子どもたちが「わかった！」「できた！」「もっと
やりたい！」と感じるような授業づくりを工夫します。

□ 子どもたち一人一人の“自己有用感(役に立っている,貢献している気持ち)”を高めます。

・ 子どもたちが“自分のよさ”に気づくことができる場面をたくさんつくります。
友だちとのかかわり
係活動や委員会活動への取り組み 教職員の見取りと声かけ(価値づけ)
異学年活動(登校班等)

・ 教職員が大いに“夢”や“希望”を語り、子どもたちの“心”を育てます。

・ “いじめは絶対に許さない”という気持ちを学校全体で共有し、安心して通うことができる
学級、学校をつくります。

子ども主体の“いじめ防止運動”を進めます。(ポスターづくり,標語づくり等)
「いじめは現に起きている」の意識をもち,子どもたちの小さな変化を見逃しません。
子どもの声,保護者の皆様の相談に,親身になって耳を傾けます。
いじめ事案には,校内いじめ対策委員会を中心として組織的に対応します。

□ 保護者の皆様、地域の皆様と一体になり、“チーム瀬上”として子どもたちを支えます。

・ 地域との連携による教育活動を推進します。
りんご園見学 みそづくり体験 読み聞かせ(福島学院大学) 地域行事(運動会,鼓笛)
あいさつ運動 クリーン活動 等

・ 保護者の皆様、地域の皆様に来校していただける機会を増やします。
交通安全母の会の授業支援 地域団体の読み聞かせ 保護者側の申し出による希望参観

・ 保護者の皆様との連絡を密にします。→ 学校の様子の共有 欠席,ケガや体調不良の連絡

・ 学校、家庭、地域が一体となって“あいさつができる子ども”を育てましょう。
目標は“あいさつ日本一”です！

569名全員が“元気いっぱい やる気いっぱい 笑顔いっぱい”になるようがんばります！
一年間、どうぞよろしくお願いいたします！

～お知らせ～
◇ 留守番電話運用の時間帯

平日17:30～7:30(水曜日は16:30～7:30)
休日は終日 ※万一の際は福島市教育委員会へ(535-1111)

◇ 昇降口は毎朝7:30をめやすに開けています。

ご協力をよろしくお願いいたします。
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